
校訓
学校教
育目標

分掌がめざ
す生徒の姿

分掌目標
Ｐｌａｎ

２学期の成果と課題 主な活動　Ｄｏ 1月 ２月 ３月 到達目標 評価（Check)基準
成果と課題・

提言

・感謝の心をもてる

・感謝される喜びを感じるこ

とができる

・先輩としての自覚を持ち、

自ら進んで動くことができ

る。

ふれ合いタイムで各学年ご
とにテーマを決め最低6回
実施する。データを残す。
クラスミーティングを実施
する。

来年度に向けて振
り返りアンケート
の項目内容の見直
しをする。

・検証結果を意識した
学級経営ができる

・完全下校が
しっかりと守
れる。

・フォロワー活動の具体を
生徒会執行部で提示する。
・フォロワーとして委員会
の取り組みに参画する意識
が高まる。
・自ら行動しようとする生
徒が増える。

・自発的に動き、既存
の企画を自分たちの手
でより良いものにする
ことができる

３年生を送る会や卒業式などで、

自分たちで考え堂々とした取り組

みをすることができる

各ボランティア活動へ
の参加人数３０人以上

特になし

・日めくりカレンダーを縦
割りで協力して完成させ、
手渡すことが出来る。
・２年生がリードして１年
生を動かす姿がみられる。

6回のふれあいタイム
実施。

今年度中に内容項目を
変更することができ
る。

２回目の検証以降Q-U結果
を意識した学級経営をした
クラス　10/12クラス（各
担任への聞き取り調査）

完全下校実施率
１００％

平成２６年度　特別活動部３学期マネジメント

Q-Uによる検証

生
活
の
リ
ズ
ム
（

望
ま
し
い
睡
眠
・
食
事
の
あ
り
か
た
・
メ
デ
ィ

ア
と
の
つ
き
あ
い
方
）
、

生
活
習
慣
（

身
だ
し

な
み
・
清
潔
感
・
整
理
整
頓
）

を
定
着
さ
せ
、

自
主
、

自
立
の
精
神
を
養
い
、

共
生
の
精
神
を
尊
重
す
る
人
間
関

係
づ
く
り
を
構
築
し
、

学
力
向
上
を
め
ざ
す
。

み
ず
か
ら
学
び
み
ず
か
ら
鍛
え
み
ん
な
と
生
き
る

生徒会・委員会
活動推進

（応援団活動）

JRC活動推進
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◎

一

人

で

も
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活

躍

で

き

る

生

徒

◎

感

謝

の

気

持

ち

を

持

ち
、

自

分

の

思

い

を

言

葉

や

行

動

で

表

現

で

き

る

生

徒

◎

自

ら

課

題

設

定

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

生

徒

○
『

自
治
的
集
団
』

の
育
成

部活動・部長
会　中体連

調整

リーダー正副室
長育成

生徒会会計

縦割り活動推進

特別活動・短学
活・学級生徒会

活性化

体育的行事への
意欲的参加・文
化祭行事への積

極的参加

有用感がうす
いので、認め
られ感をふや
すため、ほめ
る機会、「良
かったこと探
し」など、場
の設定をして
みる。→小さ
なことの積み
重ね、繰り返
しを行う。

「ふれあいタ
イム」
「ショートエ
クササイズ」
の内容を学年
の実態に合わ
せて再検討す
る

短学活の見直
し、クラス
ミーティング
の活用

・フォロワー活動の具
体を全校生徒が理解す
る。
・フォロワーとして日
常生活での委員会の取
り組みに関わる。

・３年生を送る会を通
して１，２年生のリー
ダーが自覚を持つこと
ができる。

新体制での自覚、
風格を持つことが
できる。

自発的に様々なボラン
ティア活動に参加する
ことができる。

滞りなく予算を執行す
る。

各学年ごとのテーマに沿ったふれあいタイム実施 

グループ内での交流【各担任】 

委員会常時活動 

                  若鷲カップ（給食・図書・JRC・生活） 

1

委員長と担当教員の相談週間 
第
三
回
専
門
委
員
会
 

平
成
2
4
年

度
 
生
徒
会

予
算
 
執
行

監
査
 

      ベルマーク集め・キャップ集め・ちょボラ・（若鷲カップ） 

    短学活（ふれあいタイム）での生徒同士、生徒と担任の関係作り 

２大行事での振り返りを生かした経営 

３
学
期
 
C
＆
A
 

二
回
目
のQ

-U

検
査
の
検
証
を

生
か
し
た
経
営 

 QU検査の検証・検証結果による取り組み 

 完全下校の呼びかけ 

３年生を送る会に向けて計画・準備 

3
年
生
を
送
る
会
（
３
・
１
１
）
 

学
級
生

徒
会 

生
徒
会
役

正
副 

室
長
会 

３年生を送る会に向けて計画・準備 

予算案に沿って予算執行を

行う 

生
徒
会
予
算 

決
算
報
告 

３年生を送る会・解団式に向けて計画・準備 

学
級
生
徒
会 

三
学
期
学
級

開
き
 

春
期
休
業

前
部
集
会 

愛郷活動 

ク
ラ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

解
団
式 

ふ
れ
あ
い
タ
イ

ム
テ
ー
マ
決
定 

ク
ラ
ス
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
振
り

返
り 


